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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
関
す
る
質
問
主
意
書

民
主
党
政
権
時
の
平
成
二
十
四
年
七
月
に
開
始
し
た
固
定
価
格
買
取
制
度
の
導
入
以
後
、
我
が
国
で
は
、
設
備
容
量
ベ
ー
ス

で
原
発
約
七
十
基
分
に
及
ぶ
七
千
二
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
近
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
設
備
認
定
を
受
け
る
に
至
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
実
際
に
運
転
を
開
始
し
て
い
る
設
備
の
容
量
は
約
千
四
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
認
定
容
量
の
五
分

の
一
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
社
会
的
関
心
や
投
資
意
欲
の
高
ま
り
に
対
し
て
実
際
の
導
入
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

平
成
二
十
四
年
の
政
権
交
代
時
、
自
民
党
は
総
合
政
策
集
（
Ｊ－

フ
ァ
イ
ル
�
�
�
�
）
で
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

を
、
新
し
い
文
明
社
会
で
あ
る
低
炭
素
社
会
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
に
育
て
ま
す
」
と
公
約
を
掲
げ
、
昨
年
四
月
に
政
府
が
策

定
し
た
第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
も
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
三
年
程
度
、

導
入
を
最
大
限
加
速
し
て
い
き
、
そ
の
後
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
」
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
政
府
に
お
い
て
は
、
昨
今
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
推
進
の
姿
勢
に
反
す
る
施
策
が
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
九
電
シ
ョ
ッ
ク
」
を
受
け
て
最
近
実
施
さ
れ
た
制
度
改
正
で
は
、
「
最
大
限

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
」
を
実
現
す
る
た
め
と
称
し
つ
つ
も
、
電
力
会
社
が
発
電
事
業
者
に
対
し
無
補
償
で
出
力
を
抑

一



制
で
き
る
期
間
の
日
数
制
か
ら
時
間
制
へ
の
変
更
に
よ
る
事
実
上
の
拡
大
や
、
新
た
に
小
規
模
電
源
を
出
力
抑
制
の
対
象
と
す

る
等
、
電
力
会
社
が
従
前
以
上
に
容
易
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受
入
れ
を
制
限
で
き
る
よ
う
改
め
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
発
電
事
業
者
か
ら
の
憤
り
の
声
も
報
道
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
の
固
定
価
格
買
取
制
度
に
お

け
る
買
取
価
格
に
関
す
る
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
の
制
度
開
始
時
に
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当

た
り
四
十
円
プ
ラ
ス
税
金
で
あ
っ
た
事
業
用
太
陽
光
の
買
取
価
格
を
、
本
年
七
月
以
降
は
二
十
七
円
ま
で
引
き
下
げ
る
方
向
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
推
進
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
そ
の
投
資
意
欲
に
水
を
差
す
か
の
よ

う
な
動
き
も
見
ら
れ
る
に
及
ん
で
い
る
。

認
定
済
み
の
設
備
容
量
と
比
し
て
実
際
の
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
原
因
と
し
て
は
、
買
取
価
格
の
適
用
年
度
の
問
題
に
起
因

す
る
発
電
事
業
者
の
「
空
枠
取
り
」
の
問
題
や
、
よ
り
抜
本
的
に
は
、
余
剰
電
力
を
他
の
電
力
会
社
の
管
区
に
流
す
た
め
に
利

用
で
き
る
連
系
線
を
含
む
送
電
網
の
整
備
が
行
き
届
い
て
い
な
い
事
情
等
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
も
、

制
度
導
入
後
三
年
近
く
経
過
し
た
今
日
ま
で
の
間
に
必
要
な
制
度
的
手
当
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
責

め
は
免
れ
ず
、
制
度
改
正
や
買
取
価
格
見
直
し
の
上
記
の
問
題
と
併
せ
て
、
政
府
・
与
党
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

推
進
」
と
い
う
方
針
の
実
現
意
欲
を
疑
わ
せ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

二



さ
ら
に
は
、
民
主
党
は
二
〇
三
〇
年
代
原
発
ゼ
ロ
を
図
る
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
を
二
〇
一
四
年
衆

議
院
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
も
掲
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
原
子
力
を
「
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
付
け
る
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
か
ら
原
発
重
視
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
も
受
け
取
れ
る
状

況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

上
述
の
Ｊ－

フ
ァ
イ
ル
�
�
�
�
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
等
で
掲
げ
ら
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
位
置
付
け
や
導

入
目
標
に
つ
い
て
、
昨
年
の
「
九
電
シ
ョ
ッ
ク
」
や
総
選
挙
を
経
て
、
政
府
・
与
党
で
は
実
質
的
な
方
針
変
更
や
目
標
の
下

方
修
正
を
行
っ
て
い
る
事
実
は
あ
る
か
。

二

ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
原
発
重
視
の
政
策
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
意
向
は
あ
る
か
。

三

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
際
の
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
原
因
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

四

そ
の
原
因
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
か
。
特
に
、

連
系
線
や
地
域
送
電
網
の
整
備
、
余
剰
電
力
の
受
入
れ
及
び
需
給
調
整
に
資
す
る
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
等
の
大
規
模
蓄
電
池

三



や
揚
水
発
電
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
関
し
、
政
府
と
し
て
、
経
済
的
支
援
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


